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1 はじめに  

 

歩留等級は、牛肉の格付項目の一つである、歩留

基準値により歩留の優れるA等級、中程度のB等級、

劣る C 等級に区分される。歩留基準値は、（公社）

日本食肉格付協会の格付員により、枝肉重量、ロー

ス芯面積、バラ厚、皮下脂肪厚が測定され、その測

定値を用いて計算されるが、枝肉重量や皮下脂肪厚

の増大は歩留基準値を低下させる要因となる。 
日本短角種肥育牛においては、年々枝肉重量が増

加し、かつ、皮下脂肪が厚くなる傾向にあり（図）、

歩留基準値の低下が課題となっている。この要因の

ひとつとして、肥育農家が、子牛価格の高騰や飼料

価格の高止まり等の経費の増大に対応するため、一

定の枝肉重量を確保しようとする飼養管理が考えら

れる。 
そこで、一般出荷牛と同等の枝肉重量を確保しつ

つ、良好な歩留等級を得るため、適切な発育指標を

検討するとともに、飼料給与方法を提示した。 
 

2 試験方法 

 

試験牛は、岩手県農業研究センター畜産研究所で

平成 19～26 年度に飼養していた日本短角種去勢肥

育牛のうち、個体管理して飼料摂取量が明らかな個

体で、枝肉重量が一般出荷の平均である 450 ㎏を超

過した個体 39 頭を対象とした。 

給餌は朝 9 時、夕方 3 時の 2 回行い、毎朝、給餌

前に前日給与した飼料の残量を測定し、摂取量を求

めた。飼料摂取量は、可消化養分総量（以下、TDN）

と粗蛋白質（以下、CP）の摂取量とした。ウォータ

ーカップによる自由飲水とし、敷料はおがくずを用

いた。 

体重は 2 週間隔で測定した。肥育開始時（概ね 8

ヶ月齢）から 17 ヶ月齢までを肥育前期、17 ヶ月齢

から肥育終了（概ね 23 ヶ月齢）までを肥育後期とし、

発育は、肥育前期、後期、通算の平均日増体量（以

下、DG）で評価した。配合飼料は肥育全期間を通じ

て給与し、粗飼料は、肥育前期には乾草、後期には

稲わらを給与した。 

出荷は 22 ヶ月齢から 25 ヶ月齢に行い、歩留等級

A(以下 A 区)、B（以下 B 区）のグループに分類（試

験牛に歩留 C 等級は無かった）し、増体量、飼料摂

取量、枝肉成績等を比較し、枝肉重量を確保しつつ、

優れる歩留等級を得るため、適切な発育指標及び飼

料給与方法を作成した。 

統計解析は、A 区及び B 区間における一元配置分

散分析により行った。 

 

3 試験結果及び考察 

 

発育成績を表 1 に示した。中間時（17 ヶ月齢）

の体重は、両区とも概ね 600 ㎏であったが、終了時

体重は、A区より B区で有意に大きくなった。また、

DG は肥育後期において B 区で大きく、肥育前期で

差が見られないことから、体重の差は肥育後期の発

育の差異によるものと推察された。このことから、

枝肉重量 450 ㎏を確保しつつ、良好な歩留等級を確

保するためには、肥育前期の DG を 1.2-1.3kg/日に

保ち、17 ヶ月齢時に生体重 600 ㎏を達成するとと

もに、肥育後期において、DG を 0.8 ㎏/日程度に制

限する必要があるものと推察された。 

飼料摂取量を表 2 に示した。肥育前期の CP、肥育

後期及び、全期間の TDN、CP 摂取量で B 区の方が有

意に多かった。B 区で肥育後期の DG が大きく、TDN

が多いことから、肥育後期における TDN 摂取量を制

限することで、DG も制限することができると考えら

れた。 

枝肉成績を表 3 に示した。ロース芯面積は A 区が

有意に大きく、皮下脂肪は B 区が有意に厚かった。

皮下脂肪厚の差については、肥育後期の TDN や CP

摂取量が多いことで、皮下脂肪が厚くなるものとい

った考察が可能であり、飼料給与量の制限が、増体
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を抑制し、皮下脂肪が厚くなることを回避できると

推察された。また、ロース芯面積の差については、

肥育前期における飼養管理により、ロース芯面積に

影響を及ぼすといった知見 1)があり、肥育前期の CP

摂取量等、関連が示唆されるものの、詳細な機構は

不明な点も多い。そのため、今後、超音波診断装置

等を活用しながら、継時的にロース芯面積の変化を

観察し、飼養方法との関連性を精査していく必要が

あると考える。一方、終了時体重は B 区で有意に大

きくなったが、枝肉重量では、有意な差が見られな

いなど、ロース芯面積と皮下脂肪厚以外の形質では、

差が認められなかった。 

以上より、良好な歩留等級を確保するための望ま

しい発育、飼料摂取量が算定されたことから、表 4

に飼料給与方法の一例を示した。配合飼料の銘柄等

により調整が必要になる場合も考えられるものの、

増体の指標に従って肥育管理を行うことで、皮下脂

肪が薄くなり、歩留等級の改善が期待された。 

 

4 まとめ 

 

日本短角種肥育去勢牛について、枝肉重量 450 ㎏

以上を確保し、かつ、良好な歩留等級を確保するた

めには、肥育前期は DG1.2-1.3kg/日の発育を確保し、

肥育後期で DG0.8kg/日程度に制限することが望ま

しい。その場合、肥育後期の飼料摂取量を制限する

ことにより、皮下脂肪が薄くなり、歩留基準値が向

上するものと推察された。得られた発育指標や飼料

の必要量を利用し、条件を満たす、飼料給与メニュ

ー例を策定した。 
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図 岩手県における日本短角種出荷牛の枝肉重量

と皮下脂肪厚の推移（肉用牛枝肉情報全国デー

タベースより引用） 
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